


本症例は,クレチン症であるが外因性の l 一 T4 に対しては TSH が正常値にならず,T3 投与

によって血清 T3 異常高値になっても甲状腺機能亢進症状を示さない。視床下部・下垂体系

の外因性甲状腺ホルモンに対する TSH 反応域値の高値,末梢組織の甲状腺ホルモンに対す

る不応症などが考えられる。長期間の観察,リンパ球,線維芽細胞の T3 レセプターの検査な

どが必要と考えられる。 


